資源としての民族スポーツ
－ミャンマーの民族スポーツ「チンロン」の事例から－
石井隆憲（日本体育大学）
本発表は、ミャンマーにける民族スポーツ「チンロン」が、映画や動画共有サービスなどを通じて世界中に拡散することによって起こる新たな現象について、「民族スポーツの資源化」という観点から検討を加えるものである。
2006年ころからYouTubeに代表されるような動画共有サービスが開始されたが、このサービスはインターネット上で不特定多数の利用者が動画を投稿することで、それを利用者間で共有し、視聴できるというものであった。チンロンがこのYouTubeにアップロードされるのは、2007年に配給された“Mystic Ball”のトレーラー映像がその最初である。
2007年にカナダ人のGreg Hamiltonによって製作されたドキュメンタリー映画Mystic Ballは、Greg本人がミャンマーのマンダレーの地に毎年通いながら、ミャンマー人のチンロン指導者であるマウンマウン先生について、技術を学び、さらに日々成長していく姿を毎年マハムニパゴダで開催されるワーゾチンロン祭に参加することで確認するとともに、チンロンを通してミャンマーの人々との交流を図り、やがてマンダレーが第二の故郷となっていく姿を描いたものである。この映画は日本では配給されることはなかったが、そのトレーラー映像は、You Tubeにアップロードされ、27万回以上に及ぶ動画再生回数になるとともに、日本でもこの映像に関心が及びインターネット上だけではなく、雑誌などにも取り上げられることになった（2012年に日本でもDVDの発売が行われるようになった）。
映画Mystic BallとYouTubeにアップされたMystic Ballのトレーラー映像は、世界中の人々にチンロンというミャンマーの民族スポーツの存在を知らせることになったが、この時期にミャンマー国内から積極的に海外に向けてチンロンの情報が発信されることはなかった。その理由は、国内の政治情勢が必ずしも安定したものではなかったために組織的な活動は活性化されなかったことに加え、インターネットの環境整備がまだ整っておらず、個人的な情報発信も難しい状況にあったからである。
こうしたミャンマー国内の状況とは裏腹に、海外からは少人数ながらも積極的なアプローチが見られるようになってきた。その一つが、Mystic Ballが撮影された場所で映画に登場した指導者にチンロンの指導を受けようとする動きである。一種のフィルムツーリズムのようにも見えるが、こうした活動をする外国人のすべてがチンロンの練習をするというパフォーマンス、あるいは参加型のツーリズムのような活動の形態を取っていた。このような状況を見る限り、チンロンは観光資源ととらえることもできるわけである。しかし参加型のツーリズムの様相は呈していても、それを観光という観点でとらえてよいのかという疑問が残る。それは彼ら彼女らがリピーターとして観光しているという意識はなく、チンロンの技術習得のためにマンダレーに通っていると認識しているからである。彼ら彼女らもまた、ワーゾチンロン祭に参加すべく、マンダレーにやってくるのであるが、それ以外の時にもマンダレーにやってきて、チンロンの練習をする。つまりチンロンの技術を一つの技術資源として、それを修得することを目的としているのである。
さらにこうした個人の活動は、時に海外のテレビ局などを呼び込むことになり、チンロンの練習をする外国人を通して海外にミャンマーの文化資源として紹介されている。またこれとは別に、自らがYouTubeを通してチンロンの情報発信をするという状況も見られる。
ミャンマー国内においても近年、国外に対してさまざまなアプローチが試みられている。2012年頃からミャンマーチンロン連盟は海外に向けてチンロンの普及を図る活動も展開し始めており、そのもっとも大きな活動が2013年にSouth East Asian Gamesの中にチンロンを競技種目として導入したことであり、さらに2014年には第1回Asian Chinlone Championshipを開催したことである。このようにチンロンの競技化を推進することで、ミャンマーの伝統スポーツであったチンロンをスポーツ資源として、海外に普及を図ろうとする動きが展開されている。
この10年ほどの間にチンロンを取り巻く状況はめまぐるしく変化しており、このことによってチンロンが様々な資源としての価値を持つことが確認されるようになっている。現在進行中の現象ばかりではあるが、研究上の一つの見通しを示したいと考えている。
以上
